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かし，原⽂は“To be ‘accountable’ for one’s activities is both to explicate the reasons for them and to 














































































	 財務会計領域における 2008 年のリーマンショックに端を発する新しい会計規制の
枠組の編成(Lauxa and Leuz，2009; 秋葉，2012; 大石，2012)をはじめ，社会環境会
計領域における，会計情報開示の範囲を環境や社会のために拡張していこうとする動





































































































































































































































































































































































































































(Roberts，1991; 1996; 2001; Roberts and Jones, 2009; Roberts and Ng, 2012)。 
	 この点，Roberts は，会計が説明主体として自己(self)を構築していることを様々に
示している。Roberts(1991)では「アカウンタビリティと[…]『自己』の構築との間に
は本質的で内部的な関係性が存在する」(Roberts, 1991, p. 356)と述べ，「会計が可能
とするアカウンタビリティという儀式において，会計によって創り出される可視性に

































































































































































































                                                 
5アカウンタビリティをこのように概念化することは，説明主体に対する「倫理的暴力」(Butler，2005)
となる恐れがある(Messner, 2009; Roberts, 2009; 中澤, 2015)。 
6倫理的暴⼒とは，普遍的なものとしての倫理的規範が，個⼈の権利と⼀致し損ねそれを無視してしまう

































































































































とにつながっている(Kamuf, 2007; McKernan, 2012; McKernan and McPhail, 2012; 

























































































論者によって指摘されている(Butler，2005; Kamuf，2007; Kosmala and 
McKernan，2011; Messner，2007; 2009; Roberts，1996; 2003; 2009; Rodes and 
Pullen，2009; Shearer，2002; デリダ，1999; レヴィナス，1999)。その場合の論拠
として提示されるのは欧米の言語における「責任」の語の語源である。英語の
responsibility と仏語の responsabilitè は，ともにラテン語の respondeo を語源にも
つが，respondeo は「応答する」，特に告発に対して反論するという意味を持ってい


























































































































                                                 
11 Butler(2005)の翻訳で，佐藤と清⽔は schema をそのままシェーマと訳しているが意味がわかりにくい
と思われるため，本論⽂では「枠組み」と訳し替えた。 
 39 
Kosmala，2007; McKernan and MacLullich, 2004; Parker, 2014; Schultz et al. 























































計として，MFCA(Material Flow Cost Accounting)，GRI(Global Reporting 
Initiative)スタンダード，IIRC(International Integrated Reporting Council)フレー
ムワークを検討した上で，これらの制度が経済評価による一元的支配を突き崩す複数



































タビリティ(intelligent accountability)」について検討する。その上で，第 6 章では
2012 年に Critical Perspective on Accounting(CPA)誌において特集された
accounterability について検討する。インテリジェントアカウンタビリティには実践


















































































































































































































































































































































































































                                                 
16 Accounterability は Kamuf(2007)が提起した概念であり，これを受けて 2012 年に CPA 誌で
accounterability の特集が組まれるに⾄った。accounterability の議論については，McKernan and 
McPhill(2012)，McKernan(2012)で詳細に議論されている。なお, McKernan(2012)は，応答責任の履⾏




17McKernan and Kosmala(2007)は CPA 誌で 2012 年に accounterability の議論がなされる前にからデリ








































まり, accounterability という語は伝統的な accountability に対する「抵抗」として「計算不可能なも
の」「に向けて」「可能性」を開くことを意図して戦略的に⽤いられた造語である(Kamuf, 2007)。この意





















































」(デリダ, 2004, p.57, 強調はデリダ)こ
とになる。責任を履⾏しようとする者が他者に応答しようとしても, 責任には常に



























































る」(McKernan, 2012, p.271)ということになる24。実際, デリダ(2009)は「規則によ


















































⾔う主観的な判断は「決断」(デリダ, 1999, p.54)を意味しており, その決断は構造的
な責任の原理のもとでなされるものであると考えられている点に注意が必要である。
なお, 以下の引⽤において, 正義という⾔葉が⽤いられているが, デリダにとって正義
とは他者に対して応答することと同義である。 
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